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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技機本体の前側に前面扉が開閉自在に装着され、該前面扉又は該遊技機本体を閉止対
象に施錠する施錠装置を備えた遊技機であって、
　前記施錠装置は、
　前記前面扉の前側に鍵孔が露出するように設けられたシリンダ錠と、前記前面扉又は前
記遊技機本体の開放端側の上方に上下に移動可能に設けられた縦長な上側施錠杆と、前記
上側施錠杆の上端に形成された上側係止部と、前記上側施錠杆の上側係止部を上側へ付勢
する上部付勢手段と、前記遊技機本体又は前記前面扉の開放端側の下方であり前記上側施
錠杆の下側に上下に移動可能に設けられた縦長な下側施錠杆と、前記下側施錠杆の下端に
形成された下側係止部と、前記下側施錠杆の下側係止部を下側へ付勢する下部付勢手段と
、前記上側施錠杆と前記下側施錠杆の間に位置してこれら施錠杆に連結され、該上側施錠
杆と該下側施錠杆を反対方向へ移動させるリンク機構と、前記被閉止対象の上端部に設け
られ前記上側施錠杆の上側係止部を受け容れる上側被係止部と、前記被閉止対象の下端部
に設けられ前記下側施錠杆の下側係止部を受け容れる下側被係止部とからなり、
　常態においては、前記上側施錠杆の上側係止部と前記下側施錠杆の下側係止部が前記被
閉止対象の前記上側被係止部と前記下側被係止部に受け容れられて前記前面扉又は前記遊
技機本体を施錠し、
　前記シリンダ錠にキーを挿入して回動すると、前記リンク機構を介して前記上側施錠杆
と共に上側係止部が下動し且つ前記下側施錠杆と共に下側係止部が上動し、前記前面扉又
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は前記遊技機本体を解錠するようにしたことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　外枠の前側に本体枠が開閉自在に装着されると共に、前記本体枠の前側に前面扉が開閉
自在に装着され、前記前面扉に該前面扉を前記本体枠に施錠する第１の施錠装置が設けら
れ、前記本体枠に該本体枠を外枠に施錠する第２の施錠装置が設けられた遊技機において
、
　前記第１の施錠装置は、
　前記前面扉の前側に鍵孔が露出するように該前面扉に設けられたシリンダ錠と、前記前
面扉の開放端側の上方に上下に移動可能に設けられた縦長な上側施錠杆と、前記上側施錠
杆の上端に形成された上側係止部と、前記上側施錠杆の上側係止部を上側へ付勢する上部
付勢手段と、前記前面扉の開放端側の下方であり前記上側施錠杆の下側に上下に移動可能
に設けられた縦長な下側施錠杆と、前記下側施錠杆の下端に形成された下側係止部と、前
記下側施錠杆の下側係止部を下側へ付勢する下部付勢手段と、前記上側施錠杆と前記下側
施錠杆の間に位置してこれら施錠杆に連結され、該上側施錠杆と該下側施錠杆を反対方向
へ移動させるリンク機構と、前記本体枠の上端部に設けられ前記上側施錠杆の上側係止部
を受け容れる上側被係止部と、前記本体枠の下端部に設けられ前記下側施錠杆の下側係止
部を受け容れる下側被係止部とからなり、
　前記リンク機構は、
　前記シリンダ錠の錠軸に固着され該錠軸の回動に伴って回動する作動リンク部材と、前
記前面扉に回動自在に軸支されると共に前記上側施錠杆の下端部に連結される上側回動リ
ンク部材と、前記前面扉に回動自在に軸支されると共に前記下側施錠杆の上端部に連結さ
れた下側回動リンク部材とを備え、
　前記作動リンク部材には、前記上側回動リンク部材及び前記下側回動リンク部材のそれ
ぞれに当接する当接部を形成すると共に、前記本体枠の第２の施錠装置に当接し上方又は
下方に押圧する押圧部材を形成し、
　常態においては、前記上側施錠杆の上側係止部と前記下側施錠杆の下側係止部が前記本
体枠の前記上側被係止部と前記下側被係止部に受け容れられて前記前面扉を施錠し、
　前記シリンダ錠にキーを挿入して一方向に回動すると、前記作動リンク部材の上下の当
接部が前記上下の回動リンク部材に当接して該上下の回動リンク部材を回動させ、該上下
の回動リンク部材が前記上側施錠杆と共に前記上側係止部を下動させ且つ前記下側施錠杆
と共に下側係止部を上動させて前記前面扉を解錠し、
　前記シリンダ錠にキーを挿入して他方向に回動すると、前記作動リンク部材の押圧部材
が前記第２の施錠装置に接触して上方又は下方に押圧するようにしたことを特徴とする遊
技機。
【請求項３】
　請求項２記載の遊技機は、
　前記本体枠の開放端側の中央部前面に前方へ突出するように設けられた係合部材と、前
記前面扉の前記係合部材に対向する位置に上下に移動可能に設けられたスライドロック部
材と、前記スライドロック部材を付勢する付勢手段とを備え、
　前記スライドロック部材には、前記係合部材を受け容れる係合部が形成されていると共
に、前記係合部材には、前記係合部に嵌合する溝部が形成されていることを特徴とする遊
技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、前面扉又は遊技機本体を閉止対象に施錠する施錠装置を備えた遊技機に関す
るものである。
【背景技術】
【０００２】
　パチンコ遊技機やスロットマシン等の遊技機には、遊技機本体や前面扉を施錠・解錠す
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るための施錠装置が装着されているが、こうした施錠装置の一般的なものとして、遊技機
本体の側面に、複数の鉤部が形成された縦長の施錠杆を摺動自在に設けているものが広く
知られている。そして、遊技機の前面から鍵を操作することで施錠杆が上下動するように
し、この上下動によって、施錠装置の鉤部が被施錠対象の係止部に係止されるようにして
いる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－８９７５８号公報
【特許文献２】特開２００９－１８９４２７号公報
【特許文献３】特開２０１２－５０７０８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、最近のパチンコ遊技機やスロットマシンといった遊技機は、その装飾性を高
めて、遊技者の注意を惹くべく、遊技機の前面に装着する装飾部材が大型化している。特
に、遊技機の上方の装飾部材は顕著で、前方へ大きく張り出すような大型のものが多くな
ってきている。このような大型の装飾部材は、必然的に重量があるため、遊技機の上方に
装着した場合、遊技機の上方、特に、前面扉の上方が前方へ傾くように力が作用してしま
うことになる。
【０００５】
　この点、特許文献１乃至３に示されているような一般的な施錠装置を備えた遊技機の場
合、施錠装置の施錠杆に形成されている複数の鉤部が、遊技機の上端より下側に位置する
ことになる。すなわち、施錠杆の一番上の鉤部であっても、遊技機の上端からは、ある程
度距離があるため、遊技機の前面扉上方に装着された大型の装飾部材の重量によって、前
面扉上方が前方へ傾くことを防止することができない。そして、前面扉上方が前方へ傾く
と、前面扉上方と本体枠上方の間に隙間を生じさせることになり、ひいては、その隙間に
異物を挿入するなどして行う不正がなされかねない。また、前面扉の上方が前方へ傾くと
、前面扉が撓んでしまうため、時間の経過に伴って、次第に前面扉そのものが変形してし
まうことになる。さらに、施錠装置を構成する施錠杆の鉤部に無理な力を及ぼすため、施
錠装置による施錠・解錠の回数が増えてくると、次第に施錠杆の鉤部に負担が掛かり、当
該鉤部を変形、あるいは摩耗させ、最終的に施錠装置を故障させてしまうことにもなりか
ねない。
【０００６】
　さらに、別の問題として、パチンコ遊技機の設計は、当然のことながら、遊技機メーカ
ー毎によって異なっており、装着される部品、及びその配置等もメーカー毎にまちまちで
ある。この点、パチンコ遊技機に装着される施錠装置も同様で、特に、施錠装置の鉤部の
位置は、遊技機メーカー毎の設計にあわせて決定する必要がある。また、同じ遊技機メー
カーのパチンコ遊技機であっても、機種が異なると施錠装置の鉤部の位置が異なる場合も
ある。こうした理由から、遊技機の施錠装置は、基本的な構成が同じであるにも拘わらず
、遊技機の異なる機種毎に設計・製造しなければならないという問題も生じていた。
【０００７】
　そこで、本発明は、上記課題を解決するために、前面扉又は遊技機本体を施錠するため
の係止箇所を、それらの上端及び下端とすると共に、リンク機構を用いて、シリンダ錠の
錠孔にキーを挿入して、一方向に回動するのみで解錠することができる遊技機を提供する
ことを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記のような課題を解決するために本発明に係る遊技機は、遊技機本体の前側に前面扉
が開閉自在に装着され、該前面扉又は該遊技機本体を閉止対象に施錠する施錠装置を備え
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た遊技機であって、
　前記施錠装置は、前記前面扉の前側に鍵孔が露出するように設けられたシリンダ錠と、
前記前面扉又は前記遊技機本体の開放端側の上方に上下に移動可能に設けられた縦長な上
側施錠杆と、前記上側施錠杆の上端に形成された上側係止部と、前記上側施錠杆の上側係
止部を上側へ付勢する上部付勢手段と、前記遊技機本体又は前記前面扉の開放端側の下方
であり前記上側施錠杆の下側に上下に移動可能に設けられた縦長な下側施錠杆と、前記下
側施錠杆の下端に形成された下側係止部と、前記下側施錠杆の下側係止部を下側へ付勢す
る下部付勢手段と、前記上側施錠杆と前記下側施錠杆の間に位置してこれら施錠杆に連結
され、該上側施錠杆と該下側施錠杆を反対方向へ移動させるリンク機構と、前記被閉止対
象の上端部に設けられ前記上側施錠杆の上側係止部を受け容れる上側被係止部と、前記被
閉止対象の下端部に設けられ前記下側施錠杆の下側係止部を受け容れる下側被係止部とか
らなり、
　常態においては、前記上側施錠杆の上側係止部と前記下側施錠杆の下側係止部が前記被
閉止対象の前記上側被係止部と前記下側被係止部に受け容れられて前記前面扉又は前記遊
技機本体を施錠し、前記シリンダ錠にキーを挿入して回動すると、前記リンク機構を介し
て前記上側施錠杆と共に上側係止部が下動し且つ前記下側施錠杆と共に下側係止部が上動
し、前記前面扉又は前記遊技機本体を解錠するようにしたことを特徴としている。
【０００９】
　また、本発明に係る遊技機は、外枠の前側に本体枠が開閉自在に装着されると共に、前
記本体枠の前側に前面扉が開閉自在に装着され、前記前面扉に該前面扉を前記本体枠に施
錠する第１の施錠装置が設けられ、前記本体枠に該本体枠を外枠に施錠する第２の施錠装
置が設けられた遊技機において、
　前記第１の施錠装置は、前記前面扉の前側に鍵孔が露出するように該前面扉に設けられ
たシリンダ錠と、前記前面扉の開放端側の上方に上下に移動可能に設けられた縦長な上側
施錠杆と、前記上側施錠杆の上端に形成された上側係止部と、前記上側施錠杆の上側係止
部を上側へ付勢する上部付勢手段と、前記前面扉の開放端側の下方であり前記上側施錠杆
の下側に上下に移動可能に設けられた縦長な下側施錠杆と、前記下側施錠杆の下端に形成
された下側係止部と、前記下側施錠杆の下側係止部を下側へ付勢する下部付勢手段と、前
記上側施錠杆と前記下側施錠杆の間に位置してこれら施錠杆に連結され、該上側施錠杆と
該下側施錠杆を反対方向へ移動させるリンク機構と、前記本体枠の上端部に設けられ前記
上側施錠杆の上側係止部を受け容れる上側被係止部と、前記本体枠の下端部に設けられ前
記下側施錠杆の下側係止部を受け容れる下側被係止部とからなり、
　前記リンク機構は、前記シリンダ錠の錠軸に固着され該錠軸の回動に伴って回動する作
動リンク部材と、前記前面扉に回動自在に軸支されると共に前記上側施錠杆の下端部に連
結される上側回動リンク部材と、前記前面扉に回動自在に軸支されると共に前記下側施錠
杆の上端部に連結された下側回動リンク部材とを備え、
　前記作動リンク部材には、前記上側回動リンク部材及び前記下側回動リンク部材のそれ
ぞれに当接する当接部を形成すると共に、前記本体枠の第２の施錠装置に当接し上方又は
下方に押圧する押圧部材を形成し、
　常態においては、前記上側施錠杆の上側係止部と前記下側施錠杆の下側係止部が前記本
体枠の前記上側被係止部と前記下側被係止部に受け容れられて前記前面扉を施錠し、前記
シリンダ錠にキーを挿入して一方向に回動すると、前記作動リンク部材の上下の当接部が
前記上下の回動リンク部材に当接して該上下の回動リンク部材を回動させ、該上下の回動
リンク部材が前記上側施錠杆と共に前記上側係止部を下動させ且つ前記下側施錠杆と共に
下側係止部を上動させて前記前面扉を解錠し、前記シリンダ錠にキーを挿入して他方向に
回動すると、前記作動リンク部材の押圧部材が前記第２の施錠装置に接触して上方又は下
方に押圧するようにしたことを特徴としている。
【００１０】
　さらに、本発明に係る遊技機は、前記本体枠の開放端側の中央部前面に前方へ突出する
ように設けられた係合部材と、前記前面扉の前記係合部材に対向する位置に上下に移動可
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能に設けられたスライドロック部材と、前記スライドロック部材を付勢する付勢手段とを
備え、前記スライドロック部材には、前記係合部材を受け容れる係合部が形成されている
と共に、前記係合部材には、前記係合部に嵌合する溝部が形成されていることを特徴とし
ている。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明に係る遊技機によれば、前面扉又は遊技機本体の上端及び下端のそれぞれにおい
て、前面扉又は遊技機本体を被閉止対象に施錠することができ、また、シリンダ錠の錠孔
にキーを挿入して、一方向に回動するのみで、解錠することできる。すなわち、前面扉又
は遊技機本体を施錠するための係止箇所を、それらの上端及び下端という決められた場所
にすることができるため、遊技機の異なる機種毎に施錠装置の施錠杆の鉤部の位置を変更
する必要がなくなる。すなわち、異なる機種毎に施錠装置の設計を変更する必要がなくな
り、ひいては、大幅なコストダウンに繋がる。また、前面扉の上端で係止して施錠できる
ため、例えば、前面扉の前面上方に大型の装飾部材を装着した場合でも、前面扉の上方が
前方へ傾いてしまうという不都合を解消することができる。従って、前面扉が撓むことに
よる変形を防止し得ると共に、施錠装置の破損等を防止し得る。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】パチンコ遊技機の正面斜視図。
【図２】パチンコ遊技機の正面斜視図。
【図３】施錠装置７Ａの分解斜視図。
【図４】施錠装置７Ａの左側面図。
【図５】施錠装置７Ｂの分解斜視図。
【図６】施錠装置７Ｂの背面図。
【図７】施錠装置７Ａの施錠状態を示す要部拡大斜視図。
【図８】施錠装置７Ａの作用図。
【図９】施錠装置７Ｂの作用図。
【図１０】施錠装置７Ｂの作用図。
【図１１】施錠装置７Ｂの作用図。
【図１２】施錠装置７Ｂの作用図。
【図１３】中央部閉止機構の作用図。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。なお、本発明は、
例えば、パチンコ遊技機、スロットマシン、雀球機、アレパチ機等の種々の遊技機に適用
可能であるが、本実施の形態では、パチンコ遊技機に適用した例を説明する。図１は前面
扉と本体枠が開放されたパチンコ遊技機の正面斜視図、図２は前面扉が開放されたパチン
コ遊技機の正面斜視図である。パチンコ遊技機は、遊技機本体１と、前面扉２とによって
概略構成されており、このうち、遊技機本体１は、縦長な方形状に枠組み形成される外枠
３と、外枠３の一側にヒンジ機構４，４によって開閉自在に装着される本体枠５とからな
っている。そして、本体枠５の前面一側に前面扉２がヒンジ機構６，６によって開閉自在
に装着されている。また、このパチンコ遊技機には、被閉止対象である本体枠５に対し前
面扉２を開放及び施錠する施錠装置７Ｂと、被閉止対象である外枠３に対し本体枠５を開
放及び施錠する施錠装置７Ａが設けられている。そして、これら施錠装置７Ａと施錠装置
７Ｂのそれぞれが請求項１に示されている遊技機の構成要素である施錠装置に該当する。
なお、この実施形態において「前側」とは、パチンコ遊技機の正面側、「後側」とは、パ
チンコ遊技機の背面側、「右側」「左側」とは、パチンコ遊技機を正面から見た場合の右
側、左側をそれぞれ指すこととする。
【００１４】
　前記外枠３は、上下に配置される上枠板８及び下枠板９、左右に配置される側枠板１０
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，１０を組み合わせることで縦長な方形枠状に形成されている。また、下枠板９の前方に
は、合成樹脂製の装飾カバー１１が装着されている。なお、外枠３の開放側内側面、すな
わち、右側の側枠板１０内側面の上部と下部の２箇所に、後述する施錠装置７Ａの本体枠
用上側係止部２５と本体枠用下側係止部２８のそれぞれを係止させる本体枠用上側被係止
部１２ａと本体枠用下側被係止部１２ｂが設けられている。この本体枠用上側被係止部１
２ａと本体枠用下側被係止部１２ｂは、平板状の金属板を直角に折曲した断面Ｌ字形の部
材で、一方の板部が外枠３の内側に延出するように他方の板部が外枠３の右側の側枠板１
０の内側面に固着されている。そして、外枠３の内側に延出する一方の板部に施錠装置７
Ａの本体枠用上側係止部２５と本体枠用下側係止部２８のそれぞれを受け容れる縦長矩形
状の長孔１３ａ，１３ｂが開設されている。
【００１５】
　前記本体枠５は、上下に配置される上囲繞部材１４及び下囲繞部材１５、左右に配置さ
れる側部囲繞部材１６，１６を組み合わせることで縦長な方形枠状に形成されており、そ
のサイズは、外枠３の装飾カバー１１を除く前面を略覆うサイズになっている。また、本
体枠５の下囲繞部材１５の上側に、方形状の遊技盤収納凹部１７が形成されており、この
遊技盤収納凹部１７に図示はしないが遊技球を流下させる遊技盤が配設されることになる
。そして、この遊技盤の前面には、入賞装置、遊技釘、球誘導レール等が配設され、遊技
盤の後側には、球タンク、通路部材、球払出装置、各種制御基板等が配設されることにな
る。また、下囲繞部材１５には、図示はしないが打球発射装置等が配設されることになる
。さらに、本体枠５の開放側の上下のそれぞれ、具体的には、上囲繞部材１４と下囲繞部
材１５の右側端部前面に、後述する施錠装置７Ｂの前面扉用上側係止部９１と前面扉用下
側係止部９４のそれぞれを係止させる前面扉用上側被係止部１８ａと前面扉用下側被係止
部１８ｂが設けられている。この前面扉用上側被係止部１８ａは、図９に示されているよ
うに、上囲繞部材１４の右端部に前方へ突出状に固着されており、その内側に施錠装置７
Ｂの前面扉用上側係止部９１を受け容れるラッチ受容部１９ａが形成されている。また、
前面扉用上側被係止部１８ａの前側下端に斜め上方に延出し、先端が上方へ折曲された押
圧片２０ａが形成されている。また、前面扉用下側被係止部１８ｂは、前面扉用上側被係
止部１８ａと同様の部材で、その違いは、下囲繞部材１４の右端部に、前面扉用上側被係
止部１８ａと上下反対向きに装着されている点である。従って、前面扉用下側被係止部１
８ｂには、その前側上端に斜め下方に延出し、先端が下方へ折曲された押圧片２０ｂが形
成されている。さらに、右側部囲繞部材１６の前面上下方向中央部に前方へ突出する係合
部材としての係合ピン２１が設けられている。この係合ピン２１は、図１３に示されてい
るように、後側が円柱形状で、前側は先端に向かって次第に先細となるテーパー状に形成
されていると共に、円柱形状の部分とテーパー状に形成されている部分の境目に細幅の溝
２１ａが周設されている。また、右側部囲繞部材１６の下方、具体的には、右側部囲繞部
材１６であり、これと下囲繞部材１７とが交差する辺りに、後述する施錠装置７Ａの押下
ピン４９を露出させるための開口部２２が形成されている。なお、本体枠５の開放側右外
側面、具体的には、右側部囲繞部材１６の右外側面に支持基板２３を介して施錠装置７Ａ
が装着されている。
【００１６】
　前記施錠装置７Ａは、支持基板２３の上方に上下動可能に設けられる本体枠用上側施錠
杆２４と、本体枠用上側施錠杆２４の上端に設けられる本体枠用上側係止部２５と、本体
枠用上側係止部２５を上側に付勢する上部付勢手段としてのバネ２６と、支持基板２３の
下方に上下動可能に設けられる本体枠用下側施錠杆２７と、本体枠用下側施錠杆２７の下
端に設けられる本体枠用下側係止部２８と、本体枠用下側係止部２８を下側に付勢する下
部付勢手段としてのバネ２９と、本体枠用上側施錠杆２４と本体枠用下側施錠杆２７の間
に位置してこれら施錠杆を連結する本体枠用リンク機構３０とによって概略構成されてい
る。ちなみに、施錠装置７Ａは、これら構成要素の他に前述した外枠３の本体枠用上側被
係止部１２ｂ、本体枠用下側被係止部１２ｂ及び前面扉２の後述するシリンダ錠８７も構
成要素としている。
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【００１７】
　前記支持基板２３は、図３に示されているように、縦長な金属製の帯状板からなり、そ
の上下方向の長さが本体枠５の上下方向の長さと略同じに設定されている基板本体２３ａ
と、基板本体２３ａの上側縁が直角に折曲されて形成された細幅の上側壁部２３ｂと、基
板本体２３ａの下側縁が直角に折曲されて形成された細幅の下側壁部２３ｃと、基板本体
２３ａの前側縁が直角に折曲されて形成された細幅の前側壁部２３ｄと、基板本体２３ａ
の後側縁が直角に折曲されて形成された細幅の後側壁部２３ｅとによって構成されている
。そして、支持基板２３には、その上端部と下端部のそれぞれにバネ掛け片３１，３２が
形成されており、上端やや下方と中央部やや下方の２箇所に螺子孔３３，３４が穿設され
、螺子孔３４のやや下方にボス３５が形成されている。また、上側壁部２３ｂと下側壁部
２３ｃには、横長矩形状のスリット３６，３７が開設されている。さらに、前側壁部２３
ｄの下端やや上方には縦長矩形状に切り欠かれた切欠部３８が形成されている。また、前
側壁部２３ｄと後側壁部２３ｅのそれぞれの上下と中央の３箇所に取付片部３９，３９・
・が形成されており、これら取付片部３９，３９・・にネジを螺着することにより、支持
基板２３が本体枠５の右側の側部囲繞部材１６に取り付けられている。
【００１８】
　前記本体枠用上側施錠杆２４は、縦長な金属製の帯状板からなり、その上下方向の長さ
は、支持基板２３の上下方向の長さの７割程度の長さに設定されている。また、本体枠用
上側施錠杆２４の上部と下部には、幅方向の両側を円弧状に膨出させた円弧状膨出部４０
ａ，４０ｂ，４１ａ，４１ｂが形成されている。なお、本体枠用上側施錠杆２４の幅方向
の長さは、支持基板２３の内法よりもやや短く設定されている一方、円弧状膨出部が形成
されている部分の幅方向の最長部は支持基板２３の内法と略同じ長さに設定されている。
また、円弧状膨出部４０ａ，４０ｂと４１ａ，４１ｂの各々の間に支持基板２３側（右側
）へ擂鉢状に突出させた円形摺動部４２，４３が形成されている。従って、本体枠用上側
施錠杆２４が支持基板２３内で上下動する際、本体枠用上側施錠杆２４の円弧状膨出部の
最長部のみが支持基板２３の前側壁部２３ｄと後側壁部２３ｅに接触して摺動すると共に
、円形摺動部のみが基板本体２３ａに接触して摺動するため、最小限の摩擦でスムーズ且
つ安定して上下動することになる。さらに、本体枠用上側施錠杆２４の上方の２箇所と下
方の１箇所にスライド用長孔４５，４６，４７が開設されており、本体枠用上側施錠杆２
４の下端部に連結ピン用孔４４が穿設されている。そして、スライド用長孔４６，４７の
それぞれにネジを挿通し、支持基板２３の螺子孔３３，３４に螺着することで、本体枠用
上側施錠杆２４が支持基板２３に所定範囲で上下動自在に装着されている。さらに、本体
枠用上側施錠杆２４の下端部の前側縁に、直角方向に屈曲形成された矩形状の押下板４８
が形成されており、この押下板４８には前方へ突出する押下部材としての押下ピン４９が
設けられている。そして、押下板４８は、支持基板２３の切欠部３８の内側に位置し、押
下ピン４９が切欠部３８の範囲内で上下に移動可能になっている。なお、押下ピン４９は
、後述する施錠装置７Ｂの作動リンク部材１３０の押圧片部１３７の直下に位置すること
になる。前記本体枠用上側係止部２５は、縦長矩形状の金属板からなり、その上半部両側
縁のそれぞれに、両側縁が直角に折曲されて形成された細幅のガイド壁５２，５２が設け
られている。また、本体枠用上側係止部２５の上側縁５３は、後側に下傾するスロープ状
になっており、その前側はガイド壁５２よりも上方に突出している。さらに、本体枠用上
側係止部２５の上端部に縦長矩形状の長孔５４が開設されており、中央部にバネ掛け片５
５が設けられ、下端部に螺子挿通孔５６が穿設されている。そして、本体枠用上側係止部
２５は、その上側縁５３が支持基板２３のスリット３６に上方へ突出するように挿入され
ていると共に、支持基板２３のバネ掛け片３１が本体枠用上側係止部２５の長孔５４から
突出するようにし、支持基板２３のバネ掛け片３１と本体枠用上側係止部２５のバネ掛け
片５５にバネ２６が装着されている。これにより、本体枠用上側係止部２５は、常態にお
いて、上側へ付勢されることになる。また、本体枠用上側施錠杆２４のスライド用長孔４
５と本体枠用上側係止部２５の螺子挿通孔５６とを螺子によって螺着することで、本体枠
用上側施錠杆２４と本体枠用上側係止部２５が連結されている。
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【００１９】
　前記本体枠用下側施錠杆２７は、縦長な金属製の帯状板からなり、その上下方向の長さ
は、支持基板２３の上下方向の長さの１割程度に設定されており、また、その幅方向の長
さは、前述した本体枠用上側施錠杆２４と比較して短く設定されている。また、本体枠用
下側施錠杆２７の上端部には、連結ピン用孔６０が穿設されており、下端部にはスライド
用長孔６１が開設されている。前記本体枠用下側係止部２８は、前述の本体枠用上側係止
部２５と同一の部材を上下方向に反転させた状態で装着されている。すなわち、本体枠用
下側係止部２８は、その下半部両側縁のそれぞれにガイド壁６２，６２が設けられ、また
、下側縁６４は、後側に下傾するスロープ状になっており、その前側はガイド壁６２より
も下方に突出している。さらに、下端部に縦長矩形状の長孔６５が開設されており、中央
部にバネ掛け片６６が設けられ、上端部に螺子挿通孔６７が穿設されている。そして、本
体枠用下側係止部２８の下側縁６４が支持基板２３のスリット３７に下方へ突出するよう
に挿入されて、支持基板２３のバネ掛け片３２が本体枠用下側係止部２８の長孔６５から
突出するようにし、支持基板２３のバネ掛け片３２と本体枠用下側係止部２８のバネ掛け
片６６にバネ２９が装着されている。これにより、本体枠用下側係止部２８は、常態にお
いて、下側へ付勢されることになる。また、本体枠用下側施錠杆２７のスライド用長孔６
１と本体枠用下側係止部２８の螺子挿通孔６７とを螺子によって螺着することで、本体枠
用下側施錠杆２７と本体枠用下側係止部２８が連結されている。
【００２０】
　前記本体枠用リンク機構３０は、縦長な金属製の帯状板からなる押下リンク杆７０と回
動リンク杆７１とによって構成されている。このうち押下リンク杆７０は、長手方向中央
部に段差が形成されており、また、上端部と下端部のそれぞれにピン挿通孔７２，７３が
穿設されている。他方、回動リンク杆７１は、上下端部のそれぞれに連結用孔７４，７５
が、中央部に中心孔７６が穿設されている。そして、押下リンク杆７０のピン挿通孔７２
と本体枠用上側施錠杆２４下端の連結ピン用孔４４が連結ピンによって連結されると共に
、押下リンク杆７０のピン挿通孔７３と回動リンク杆７１の連結用孔７４が連結ピンによ
って回動自在に連結されている。また、回動リンク杆７１の連結用孔７５と本体枠用下側
施錠杆２７の連結ピン用孔６０が連結ピンによって連結されている。さらに、回動リンク
杆７１の中心孔７６が支持基板２３のボス３５に螺子によって回動自在に枢着されている
。従って、回動リンク杆７１が中心孔７６を支点として回動すると、押下リンク杆７０と
本体枠用下側施錠杆２７を互いに反対方向に移動させることになる。
【００２１】
　なお、前記施錠装置７Ａにおいて、上側施錠杆と上側係止部、下側施錠杆と下側係止部
を別部材によって構成し、これらを互いに連結すると共に、上側係止部と下側係止部のそ
れぞれに付勢手段としてのバネを直接装着した例を示したが、上側施錠杆に上側係止部、
下側施錠杆に下側係止部を一体的に形成し、上側施錠杆と下側施錠杆のそれぞれに付勢手
段としてのバネを装着するようにしても良い。
【００２２】
　前記前面扉２は、上下に配置される上枠部材８０及び下枠部材８１、左右に配置される
側枠部材８２，８２を組み合わせることで縦長な方形枠状に形成されており、そのサイズ
は、本体枠５の前面を略覆うサイズになっている。このうち、下枠部材８１は、本体枠５
の下囲繞部材１５の前面全体を覆う板状に形成されている。また、上枠部材８０及び下枠
部材８１、左右に配置される側枠部材８２，８２は、それぞれの側縁が直角に後側に折曲
されて形成された細幅の折返し片部８０ａ，８１ａ，８２ａが設けられている。なお、右
側の側枠部材８２の上部と下部の折返し片部８２ａのそれぞれに、矩形状の開口部８３，
８４が開設されている。また、右側の側枠部材８２の側部の折返し片部８２ａの上下方向
中央やや上方にバネ掛け片８５が形成されている。また、前面扉２の上枠部材８０、下枠
部材８１、側枠部材８２，８２の内側部分は開放部になっており、図示はしないが該開放
部を後方から塞ぐようにして一対の透明板ユニットが装着されることになる。さらに、前
面扉２の下枠部材８１の前面には、図示はしないが球受皿、操作ハンドル等が装着される
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ことになり、また、前面扉２の周囲前面には、装飾用の合成製樹脂カバーが装着されるこ
とになる。また、前面扉２の右下、具体的には、右側枠部材８２の下端のやや上方に、図
５に示されているように、錠取付穴８６が開設されており、ここにシリンダ錠８７が前後
方向に貫通状に装着されている。すなわち、シリンダ錠８７は、その錠孔が前面扉２の前
面に露出し、その錠軸の基端部８８が前面扉２の後面側に位置するように装着されている
。さらに、右側枠部材８２の後面には、施錠装置７Ｂを装着するための複数のボス８９ａ
～８９ｆが突設されている。そして、前面扉２の開放側裏面、具体的には、右側枠部材８
２の後面に施錠装置７Ｂが装着されている。また、右側枠部材８２の後面であり、上下方
向の中央部に施錠装置７Ｂの補助的な役割を果たす中央部閉止機構７８が設けられている
。
【００２３】
　前記施錠装置７Ｂは、右側枠部材８２の後面上方に上下動可能に設けられる前面扉用上
側施錠杆９０と、前面扉用上側施錠杆９０の上端に設けられる前面扉用上側係止部９１と
、前面扉用上側係止部９１を上側に付勢する上部付勢手段としてのバネ９２と、右側枠部
材８２の後面の下方に上下動可能に設けられる前面扉用下側施錠杆９３と、前面扉用下側
施錠杆９３の下端に設けられる前面扉用下側係止部９４と、前面扉用下側係止部９４を下
側に付勢する下部付勢手段としてのバネ９５と、前面扉用上側施錠杆９０と前面扉用下側
施錠杆９３の間に位置してこれら施錠杆を連結する前面扉用リンク機構９６とによって概
略構成されている。ちなみに、施錠装置７Ｂは、これら構成要素の他に前述した本体枠５
に設けられた前面扉用上側被係止部１８ａ、前面扉用下側被係止部１８ｂ及びシリンダ錠
８７も構成要素としている。
【００２４】
　前記前面扉用上側施錠杆９０は、縦長な金属製の帯状板からなり、その上下方向の長さ
は、右側枠部材８２の上下方向の長さの７割程度の長さに設定されている。また、前面扉
用上側施錠杆９０の上下方向中央部やや下側部分の右側（図５では左側）は、コの字状に
凹ませた押部としての凹部９０ａになっている一方、左側（図５では右側）は、コの字状
に膨出している。さらに、前面扉用上側施錠杆９０の上下端部のそれぞれに螺子孔１００
，１０１が穿設されており、上側の螺子孔１００のやや下方にスライド用長孔１０２が、
下側の螺子孔１０１のやや上方にスライド用長孔１０３が開設されている。そして、スラ
イド用長孔１０２，１０３のそれぞれにネジを挿通し、右側枠部材８２のボス８９ａ，８
９ｂに螺着することで、前面扉用上側施錠杆９０が右側枠部材８２の後面上方に上下動自
在に装着されている。前記前面扉用上側係止部９１は、縦長矩形状のラッチベース１０５
と、ラッチベース１０５に螺着されているラッチ部材１０６と、ラッチ部材１０６を収容
するケース体１０７と、ケース体１０７の後面を覆う蓋体１０８とから構成されている。
ラッチベース１０５は、その上半部両側縁のそれぞれに、両側縁が直角に折曲され後方に
突出状に形成された細幅のガイド壁１０９，１０９が設けられている。また、ラッチベー
ス１０５の上端部に螺子挿通孔１１０が穿設されており、下端部に縦長矩形状の長孔１１
１が開設されている。ラッチ部材１０６は、細厚立方体形状であり、その上端部が前側か
ら後側に向かって下傾するスロープ状に形成されている。また、ラッチ部材１０６の中央
に螺子挿通孔１１２が穿設されている。また、ケース体１０７は、上下方向の長さが、ラ
ッチベース１０５よりも短く設定されており、その上面と後面が開口する箱枠状に形成さ
れている。そして、ラッチベース１０５の螺子挿通孔１１０とラッチ部材１０６の螺子挿
通孔１１２に前方からネジを挿通して螺着することで、ラッチ部材１０６がラッチベース
１０５の左右のガイド壁１０９，１０９の内側に収まるように固着されている。また、ラ
ッチベース１０５の長孔１１１と前面扉用上側施錠杆９０の螺子孔１００がピンによって
連結されることで、ラッチベース１０５は、前面扉用上側施錠杆９０に対し上下動自在に
装着されている。さらに、ラッチベース１０５及びこれに固着されたラッチ部材１０６の
上端部が右側枠部材８２上側の折返し片部８２ａの開口部８３に上方へ突出するように挿
入されている。また、ケース体１０７をラッチベース１０５の後面に臨むように配置し、
且つケース体１０７にラッチ部材１０６が収容された状態にして、ケース体１０７の後面
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に蓋体１０８を被せ、右側枠部材８２に共締めすることで螺着されている。さらに、ケー
ス体１０７の内部であり、ラッチ部材１０６の下方に位置するようにバネ９２が配置され
ている。これにより、前面扉用上側係止部９１は、常に上方へ付勢された状態となる。
【００２５】
　前記前面扉用下側施錠杆９３は、縦長な金属製の帯状板からなり、その上下方向の長さ
は、右側枠部材８２の上下方向の長さの１割程度に設定されている。また、前面扉用下側
施錠杆９３の上下両端部のそれぞれに螺子挿通孔１１５，１１６が穿設されており、螺子
挿通孔１１５の下方と螺子挿通孔１１６の上方のそれぞれにスライド用長孔１１７，１１
８が開設されている。そして、スライド用長孔１１７，１１８のそれぞれにネジを挿通し
、右側枠部材８２のボス８９ｅ，８９ｆに螺着することで、前面扉用下側施錠杆９３が右
側枠部材８２の後面下方に上下動自在に装着されている。なお、前面扉用下側施錠杆９３
は、その下端が上端よりも右側枠部材８２の内側よりに位置するようにやや斜めになった
状態で右側枠部材８２に装着されている。前記前面扉用下側係止部９４は、前述の前面扉
用上側係止部９１と同一の構成要素からなり、それら構成要素が上下逆向きになっている
。すなわち、ラッチベース１２０の螺子挿通孔１２５とラッチ部材１２１の螺子挿通孔１
２７に前方からネジを挿通して螺着することで、ラッチ部材１２１がラッチベース１２０
の左右のガイド壁１２２，１２２の内側に収まるように固着されている。また、ラッチベ
ース１２０の長孔１２６と前面扉用下側施錠杆９３の螺子孔１１６がピンによって連結さ
れることで、ラッチベース１２０は、前面扉用下側施錠杆９３に対し上下動自在に装着さ
れている。さらに、ラッチベース１２０及びこれに固着されたラッチ部材１２１の下端部
が右側枠部材８２下側の折返し片部８２ａの開口部８４に下方へ突出するように挿入され
ている。また、ケース体１２３をラッチベース１２０の後面に臨むように配置し、且つケ
ース体１２３にラッチ部材１２１が収容された状態にして、ケース体１２３の後面に蓋体
１２４を被せ、右側枠部材８２に共締めすることで螺着されている。さらに、ケース体１
２３の内部であり、ラッチ部材１２１の上方に位置するようにバネ９５が配置されている
。これにより、前面扉用下側係止部９４は、常に下方へ付勢された状態となる。
【００２６】
　なお、前記施錠装置７Ｂにおいて、上側施錠杆と上側係止部、下側施錠杆と下側係止部
を別部材によって構成し、これらを互いに連結すると共に、上側係止部と下側係止部のそ
れぞれに付勢手段としてのバネを直接装着した例を示したが、上側施錠杆に上側係止部、
下側施錠杆に下側係止部を一体的に形成し、上側施錠杆と下側施錠杆のそれぞれに付勢手
段としてのバネを装着するようにしても良い。
【００２７】
　前記リンク機構９６は、シリンダ錠８７の錠軸の基端部８８に固着された作動リンク部
材１３０と、前面扉用上側施錠杆９０に回動自在に連結された上側回動リンク部材１３１
と、前面扉用下側施錠杆９３に回動自在に連結された下側回動リンク部材１３２と、上側
回動リンク１３１と下側回動リンク１３２を前面扉２に軸支するためのリンクベース１３
３とによって概略構成されている。
【００２８】
　前記作動リンク部材１３０は、中心から四方に延出する延出片１３０ａ，１３０ｂ，１
３０ｃ，１３０ｄを備えた略十字状の金属製の板状部材によって形成されており、その中
心には軸固着孔１３５が穿設されている。そして、軸固着孔１３５にネジを挿通し、シリ
ンダ錠８７の錠軸８８に固着されている。従って、シリンダ錠８７の錠軸が回動すると、
これに伴って、作動リンク部材１３０が回動することになる。また、作動リンク部材１３
０の上下に位置する延出片１３０ａ，１３０ｂのそれぞれには、前側に突出する係合ピン
（当接部材）１３６ａ，１３６ｂが螺着されている。さらに、左右に位置する延出片１３
０ｃ，１３０ｄのそれぞれに丸孔が穿設されている。また、上側の延出片１３０ａの外側
端（右側端）に後方へ延出され、その先端部が外方（右側）に折曲された押圧片部（押圧
部材）１３７が設けられている。前記リンクベース１３３は、所定の厚みを有する略逆Ｌ
字形の部材で、その上端部内側（左側）と下端部外側（右側）のそれぞれにボス挿入孔１
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３８ａ，１３８ｂが開設されている。そして、このリンクベース１３３のボス挿入孔１３
８ａ，１３８ｂが右側枠部材８２後面のボス８９ｃ，８９ｄに挿入されて、リンクベース
１３３がシリンダ錠８７の後端部を囲うように配置されている。前記上側回動リンク部材
１３１と前記下側回動リンク部材１３２は、いずれも金属製の板材で、このうち、上側回
動リンク部材１３１は、その上端縁が内側に向かって下傾するスロープ状に形成され、下
側回動リンク部材１３２は、その下端縁が外側に向かって上傾するスロープ状に形成され
ている。また、上下の回動リンク部材１３１，１３２のそれぞれに作動リンク部材１３０
の上下の係合ピン１３６ａ，１３６ｂを受ける受部としての誘導溝１３９ａ，１３９ｂが
形成されている。具体的には、上側回動リンク部材１３１は、その下端部に外側が開口す
る横長な誘導溝１３９ａが形成されており、下側回動リンク部材１３２は、その上端部に
内側が開口する横長な誘導溝１３９ｂが形成されている。さらに、上側回動リンク部材１
３１には、その上端部内側に支点孔１４０ａが、上端部外側に連結孔１４１ａが穿設され
ており、下側回動リンク部材１３２には、その下端部外側に支点孔１４０ｂが、下端部内
側に連結孔１４１ｂが穿設されている。そして、上側回動リンク部材１３１と下側回動リ
ンク部材１３２のそれぞれをリンクベース１３３の後面に臨ませると共に、上下の回動リ
ンク部材１３１，１３２の誘導溝１３９ａ，１３９ｂに作動リンク部材１３０の係合ピン
１３６ａ，１３６ｂを挿入させた状態で、上下の回動リンク部材１３１，１３２がリンク
ベース１３３に螺着されている。これにより、上側回動リンク部材１３１と下側回動リン
ク部材１３２がリンクベース１３３を介して前面扉２の右側枠部材８２に回動自在に軸支
されることになる。また、上側回動リンク部材１３１の連結孔１４１ａと前面扉用上側施
錠杆９０の螺子孔１０１がネジによって連結され、下側回動リンク部材１３２の連結孔１
４１ｂと前面扉用下側施錠杆９３の螺子挿通孔１１５がネジによって連結されている。こ
れにより、上側回動リンク部材１３１の回動に伴って、前面扉用上側施錠杆９０が下動し
、下側回動リンク部材１３２の回動に伴って、前面扉用下側施錠杆９３が上動することに
なる。
【００２９】
　前記実施形態において、施錠装置７Ｂの作動リンク部材１３０を十字状の金属板により
形成した例を示したが、これに限られず、例えば、縦長帯板状の金属板によって形成する
ことも可能である。すなわち、中心にシリンダ錠の錠軸を固着する孔があり、その両側の
それぞれに上下の回動リンク部材に接触する当接部が設けられていればよい。また、回動
リンク部材において、作動リンク部材１３０の係合ピン１３６ａ，１３６ｂを受ける受部
の例として、一方側が開口する誘導溝１３９ａ，１３９ｂを例示したが、これに限られる
わけではない。すなわち、例えば、両側が閉塞された長孔状の溝であってもよいし、単に
作動リンク部材の当接部を受ける片状の部材であってもよい。要するに、作動リンク部材
の当接部を受けて回動リンク部材を回動させられるようになっていればよい。
【００３０】
　前記中央部閉止機構７８は、前面扉２の右側枠部材８２後面の上下方向略中央部、具体
的には、右側枠部材８２後面であり、前面扉用上側施錠杆９０の凹部９０ａの内側に位置
するよう固着されるスライドベース１４５と、スライドベース１４５に摺動自在に重合さ
れるスライドロック部材１４６と、スライドロック部材１４６を右側枠部材８２に対して
付勢する付勢手段としてのバネ１４７とによって構成されている。このうち、スライドベ
ース１４５は、後面板１４５ａと側板１４５ｂとからなる断面Ｌ字形の金属板と、後面板
１４５ａの上下両端部のそれぞれに設けられた取着片１４５ｃ，１４５ｃとによって形成
されている。また、取着片１４５ｃ，１４５ｃのそれぞれに取着孔１４８ａ，１４８ｂが
穿設されており、この取着孔１４８ａ，１４８ｂにネジを螺着することにより、スライド
ベース１４５が右側枠部材８２に固着されている。さらに、スライドベース１４５の後面
板１４５ａの上下両端部には、スライド長孔１４９ａ，１４９ｂが開設されていると共に
、それらスライド長孔１４９ａ，１４９ｂの間、すなわち、後面板１４５ａの上下方向の
略中央に外側（右側）が開口する円弧状切欠１５０が形成されている。スライドロック部
材１４６は、スライドベース１４５の後面板１４５ａと側板１４５ｂのそれぞれに重合す
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る後面重合板１４６ａと側面重合板１４６ｂとを有する断面略Ｌ字形の金属板で、その上
端部にバネ掛け片１５１が設けられている。また、後面重合板１４６ａの上下両端部のそ
れぞれにピン挿通孔１５２ａ，１５２ｂが穿設されていると共に、それらピン挿通孔１５
２ａ，１５２ｂの間、すなわち、後面重合板１４６ａの上下方向の略中央に外側（右側）
が開口する矩形状切欠１５３が形成されている。そして、スライドベース１４５の後面板
１４５ａのスライド長孔１４９ａ，１４９ｂとスライドロック部材１４６のピン挿通孔１
５２ａ，１５２ｂのそれぞれにピンを挿通して、スライドベース１４５にスライドロック
部材１４６が上下移動可能に取着されている。また、スライドロック部材１４６のバネ掛
け片１５１と右側枠部材８２のバネ掛け部８５にバネ１４７が掛止されている。これによ
り、スライドロック部材１４６は、常態において、上方に付勢された状態でスライドベー
ス１４５に重合することとなる。
【００３１】
　次に、上記のように構成されたパチンコ遊技機における前面扉２及び本体枠５の施錠及
び解錠方法について説明する。まず、図１に示されているように、本体枠５と前面扉２の
双方が開放されている状態において、これらを閉止する方法から説明する。まず、本体枠
５を外枠３に対し閉止する場合であるが、本体枠５を外枠３にそのまま押し込むことで閉
止することができる。すなわち、本体枠５を外枠３に向けて押すと、図７（ａ）に示され
ているように、施錠装置Ａの本体枠用上側係止部２５の上側縁５３が外枠３の本体枠用上
側被係止部１２ａの前縁に接触すると共に、本体枠用下側係止部２８の下側縁６４が外枠
３の本体枠用下側被係止部１２ｂの前縁に接触する。ここで、本体枠用上側係止部２５の
上側縁５３及び本体枠用下側係止部２８の下側縁６４がスロープ状になっていると共に、
本体枠用上側係止部２５は、その長孔５４の範囲で下動可能になっており、本体枠用下側
係止部２８は、その長孔６５の範囲で上動可能になっているため、これら係止部２５，２
８は、図７（ｂ）に示されているように、被係止部１２ａ，１２ｂを摺動しながらバネ２
６，２９の付勢に抗しつつ徐々に支持基板２３内へと引っ込んでいく。そして、図７（ｃ
）に示されているように、本体枠用上側係止部２５の上側縁５３の前端が本体枠用上側被
係止部１２ａの長孔１３ａに、本体枠用下側係止部２８の下側縁６４の前端が本体枠用下
側被係止部１２ｂの長孔１３ｂに到達すると、これら係止部２５，２８のそれぞれがバネ
２６，２９の付勢力によって、上下の被係止部１２ａ，１２ｂの長孔１３ａ，１３ｂのそ
れぞれに嵌まり込み、本体枠５が外枠３に施錠されることになる。
【００３２】
　前面扉２を本体枠５に対して閉止する場合も、前面扉２を本体枠５にそのまま押し込む
ことで閉止することができる。すなわち、前面扉２を本体枠５に向けて押すと、図９（ａ
）に示されているように、前面扉２の右側枠部材８２の上側の折返片部８２ａに開設され
ている開口部８３から突出している施錠装置Ｂの前面扉用上側係止部９１が、本体枠５の
右上端部に形成されている前面扉用上側被係止部１８ａの押圧片２０ａの前縁に接触する
。同時に、右側枠部材８２の下側の折返片部８２ａに開設されている開口部８４から突出
している前面扉用下側係止部９４が、本体枠の右下端部に形成されている前面扉用下側被
係止部１８ｂの前縁に接触する。ここで、前面扉用上側係止部９１の後端部が後側に向か
って下傾するスロープ状に、前面扉用下側係止部９４の後端部が後側に向かって上傾する
スロープ状になっていると共に、前面扉用上側係止部９１は、その長孔１１１の範囲で前
面扉用上側施錠杆９０に対して下動可能になっており、前面扉用下側係止部９４は、その
長孔１２６の範囲で前面扉用下側施錠杆９３に対して上動可能になっているため、図９（
ｂ）に示されているように、これら係止部９１，９４は、それぞれ前面扉用上側被係止部
１８ａの押圧片２０ａと前面扉用下側被係止部１８ｂの押圧片２０ｂに押されて開口部８
３，８４内へ一旦侵入していく。そして、前面扉用上側係止部９１の前端と前面扉用下側
係止部９４の前端のそれぞれが、前面扉用上側被係止部１８ａのラッチ受容部１９ａと前
面扉用下側被係止部１８ｂのラッチ受容部１９ｂに到達すると、これら係止部９１，９４
のそれぞれがバネ９２，９５の付勢力によって、ラッチ受容部１９ａ，１９ｂ内に嵌まり
込み、前面扉２が本体枠５に施錠されることになる。また、これと同時進行で、中央部閉
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止機構７８によって、前面扉２の中央部分が本体枠５に固定されることになる。すなわち
、図１３（ａ）の開放状態から、前面扉２を本体枠５に向けて押すと、図１３（ｂ）に示
されているように、本体枠５の右側の側部囲繞部材１６前面中央部に突出状に設けられた
係合ピン２１のテーパー部分が、前面扉２の中央部閉止機構７８のスライドロック部材１
４６の矩形状切欠１５３の下縁に接触する。そして、係合ピン２１のテーパー部分が矩形
状切欠１５３を越えると、今度は、係合ピン２１がスライドロック部材１４６をバネ１４
７の付勢に抗して押し下げる。さらに、係合ピン２１が前方へ進行していって、その溝部
２１ａが矩形状切欠１５３の下縁に到達すると、スライドロック部材１４６がバネ１４７
によって押し上げられ、スライドロック部材１４６の矩形状切欠１５３の下縁が係合ピン
２１の溝部２１ａに嵌まり込む。これによって、前面扉２の右側の前後方向中央部が本体
枠５に対して強固に閉止されることになる。
【００３３】
　次に、パチンコ遊技機における前面扉２及び本体枠５の解錠方法について説明する。ま
ず、前面扉２を解錠し、本体枠５から開放する場合から説明すると、前面扉２が施錠され
ている状態では、図９（ｃ）に示されているように、前面扉２に設けられている前面扉用
上側係止部９１が本体枠５に設けられている前面扉用上側被係止部１８ａのラッチ受容部
１９ａに嵌まり込んでいる。同様に、前面扉用下側係止部９４が前面扉用下側被係止部１
８ｂのラッチ受容部１９ｂに嵌まり込んでいる。また、図１３（ｃ）に示されているよう
に、前面扉２に設けられている中央部閉止機構７８のスライドロック部材１４６の矩形状
切欠１５３の下縁が、本体枠５に設けられている係合ピン２１の溝部２１ａに嵌まり込ん
でいる。この時、施錠装置７Ｂのリンク機構９６に着目すると、図１０に示されているよ
うに、前面扉用リンク機構９６の作動リンク部材１３０は、その上下の延出片１３０ａ，
１３０ｂに設けられている係合ピン１３６ａ，１３６ｂがシリンダ錠８７の錠軸の基端部
８８の上下に一直線状に並び、上下の回動リンク部材１３１，１３２の誘導溝１３９ａ，
１３９ｂのそれぞれの開口側の端部に位置している。この状態において、パチンコ遊技機
の前面に露出するシリンダ錠８７の鍵孔にキーを差し込んで反時計回り方向へ回動させる
と、シリンダ錠８７の錠軸と共に、錠軸の基端部８８に固着されている作動リンク部材１
３０も、図１１に示されているように、反時計回り方向へ回動する（図１１では時計回り
方向）。これに伴って、作動リンク部材１３０の係合ピン１３６ａ，１３６ｂが上下の回
動リンク部材１３１，１３２の誘導溝１３９ａ，１３９ｂ内を移動すると共に誘導溝１３
９ａ，１３９ｂの縁部に当接し、回動リンク部材１３１，１３２をそれぞれの支点孔１４
０ａ，１４０ｂを支点として回動させる。この時、上側の回動リンク部材１３１は、その
連結孔１４１ａが前面扉用上側施錠杆９０の螺子孔１０１と連結されていることから、前
面扉用上側施錠杆９０を押し下げると同時に、前面扉用上側施錠杆９０に連結されている
前面扉用上側係止部９１を引き下げる。これによって、前面扉用上側係止部９１が前面扉
用上側被係止部１８ａのラッチ受容部１９ａから抜けて、前面扉２の開口部８３内に引っ
込む。またこの時、前面扉用上側施錠杆９０の凹部９０ａがスライドロック部材１４６の
後面重合板１４６ａの内側上縁に当接すると共に、バネ１４７の付勢に抗してスライドロ
ック部材１４６を押し下げる。これにより、係合ピン２１の溝部２１ａがスライドロック
部材１４６の矩形状切欠１５３の下縁から外れる。他方、下側の回動リンク部材１３２は
、その連結孔１４１ｂが前面扉用下側施錠杆９３の螺子孔１１５と連結されていることか
ら、前面扉用下側施錠杆９３を押し下げると同時に、前面扉用下側施錠杆９３に連結され
ている前面扉用下側係止部９４を引き下げる。これによって、前面扉用下側係止部９４が
前面扉用下側被係止部１８ｂのラッチ受容部１９ｂから抜けて、前面扉２の開口部８３内
に引っ込む。そして、このまま前面扉２を本体枠５から開放することで解錠されることに
なる。
【００３４】
　次いで、本体枠５を解錠し、外枠３から開放する場合について説明すると、本体枠５が
外枠３に施錠されている状態では、図７（ｃ）に示されているように、本体枠５に設けら
れている本体枠用上側係止部２５の上縁５３が外枠３に設けられている本体枠用上側被係
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止部１２ａの長孔１３ａに嵌まり込んでいる。同様に、本体枠用下側係止部２８の下縁６
４が本体枠用下側被係止部１２ｂの長孔１３ｂに嵌まり込んでいる。なお、本体枠５を解
錠するにあたっては、前面扉２に形成されている施錠装置７Ｂのリンク機構９６を介在さ
せるので、この時のリンク機構９６に着目すると、図１０に示されているように、前面扉
用リンク機構９６の作動リンク部材１３０は、その上下の延出片１３０ａ，１３０ｂに設
けられている係合ピン１３６ａ，１３６ｂがシリンダ錠８７の錠軸の基端部８８の上下に
一直線状に並び、上下の回動リンク部材１３１，１３２の誘導溝１３９ａ，１３９ｂのそ
れぞれの開口側の端部に位置している。この状態において、パチンコ遊技機の前面に露出
するシリンダ錠８７の鍵孔にキーを差し込んで時計回り方向へ回動させると、図１２に示
されているように、シリンダ錠８７の錠軸と共に、錠軸の基端部８８に固着されている作
動リンク部材１３０も時計回り方向へ回動する（図１２では反時計回り方向）。この時、
作動リンク部材１３０の係合ピン１３６ａ，１３６ｂは上下の回動リンク部材１３１，１
３２の誘導溝１３９ａ，１３９ｂから外れた位置へと移動する。従って、係合ピン１３６
ａ，１３６ｂは、上下の回動リンク部材１３１，１３２を回動させることはない。他方、
作動リンク部材１３０が時計回り方向へ回動することにより、図８（ｂ）に示されている
ように、作動リンク部材１３０の延出片１３０ａの外側部に形成されている押圧片１３７
が本体枠用上側施錠杆２４の押下ピン４９を押し下げ、同時に本体枠用上側施錠杆２４が
バネ２６の付勢に抗して下動する。これによって、本体枠用上側施錠杆２４に連結されて
いる本体枠用上側係止部２５も押し下げられて、外枠３の本体枠用上側被係止部１２ａの
長孔１３ａから外れる。また、本体枠用上側施錠杆２４が下動すると、これと連結されて
いる押下リンク杆７０も押し下げられると共に、押下リンク杆７０と連結されている回動
リンク杆７１が中心孔７６を支点として回動し、これと連結されている本体枠用下側施錠
杆２７をバネ２９の付勢に抗して上動させる。これによって、本体枠用下側施錠杆２７に
連結されている本体枠用下側係止部２８も引き上げられて、外枠３の本体枠用下側被係止
部１２ｂの長孔１３ｂから外れる。そして、このまま本体枠５を外枠３から開放すること
で本体枠５が解錠されることになる。
【符号の説明】
【００３５】
１　　　　遊技機本体
２　　　　前面扉
３　　　　外枠
５　　　　本体枠
７Ａ　　　施錠装置（第２の施錠装置）
７Ｂ　　　施錠装置（第１の施錠装置）
１２ａ　　本体枠用上側被係止部
１２ｂ　　本体枠用下側被係止部
１８ａ　　前面扉用上側被係止部
１８ｂ　　前面扉用下側被係止部
２１　　　係止ピン
２１ａ　　溝部
２４　　　本体枠用上側施錠杆
２５　　　本体枠用上側係止部
２６　　　バネ（付勢手段）
２７　　　本体枠用下側施錠杆
２８　　　本体枠用下側係止部
２９　　　バネ（付勢手段）
３０　　　本体枠用リンク機構
８７　　　シリンダ錠
９０　　　前面扉用上側施錠杆
９１　　　前面扉用上側係止部
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９２　　　バネ（上側付勢手段）
９３　　　前面扉用下側施錠杆
９４　　　前面扉用下側係止部
９５　　　バネ（下側付勢手段）
９６　　　前面扉用リンク機構
１３０　　作動リンク部材
１３１　　上側回動リンク部材
１３２　　下側回動リンク部材
１３６ａ　係合ピン（当接部）
１３６ｂ　係合ピン（当接部）
１３７　　押圧片部（押圧部材）
１４６　　スライドロック部材
１４７　　バネ（付勢手段）
【要約】
【課題】　前面扉又は遊技機本体を施錠するための係止箇所を、それらの上端及び下端と
すると共に、リンク機構を用いることで、シリンダ錠の錠孔にキーを挿入して、一方向に
回動するのみで解錠することができる遊技機を提供する。
【解決手段】　前面扉２の開放端側の上方に縦長な上側施錠杆９０、下方に下側施錠杆９
３を設けると共に、それらの施錠杆の端部に係止部９１，９４を設けると共に、上側の係
止部はバネ９２によって、下側の係止部はバネ９５によって付勢されている。また、上側
施錠杆と下側施錠杆の間にこれら施錠杆を反対方向に移動させるリンク機構９６を設けて
いる。そして、シリンダ錠８７にキーを挿入して回動すると、リンク機構を介して上側施
錠杆の上側係止部が下動すると共に下側施錠杆の下側係止部が上動し、前面扉又は遊技機
本体を解錠するようにした。
【選択図】図５

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】
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